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「トゥーランドット」「蝶々夫人」等の作曲家ジャコモ・プッチーニ。この巨匠のオペラを中心に上演される

第 57 回プッチーニ・フェスティバルは 2011 年も 7 月 22 日から 8 月 27 日にかけてトッレ・デル・ラーゴ・

プッチーニで開催されます。話題の演目は岡村喬生氏演出による特別共同製作盤「蝶々夫人」の上演です。 

財団ホームページ： www.puccinifestival.it 

 

第57回プッチーニ・フェスティバル・プログラム  

**プログラム・キャストは 2011年2月10日現在のもので、変更になる可能性があります。 

【ラ･ボエームLa Boheme】  2011年7月22、30日 8月12、20、27日 ＊新プロダクション 

 

【トゥーランドット TURANDOT】  2011年７月23、29日  8月7、13、26日 

 演出：マウリツィオ・スカパッロ  装置：エツィオ・フリジェリオ  衣装：フランカ・スクアルチャピーノ 

 

【蝶々夫人 MADAMA BUTTERFLY】   2011 年 8 月 6、11、18 日 

 演出：岡村喬生氏（NPO 法人「みんなのオペラ」芸術総監督）舞台美術：川口直次氏  衣装：千地泰弘氏 

＊1904年ミラノ・スカラ座で 初演された原作台本の台詞とト書きの日本誤認をオペラ歌手でもある岡

村喬生（たかお）氏が正しい台詞に直した修正版が、プッチーニ・フェスティバルとの共同制作とし

て世界初上演されます。日本人役はオーディションで選ばれた日本人歌手が、外人役は外人歌手が歌

い、湖を借景として長崎湾に見立てた演出などが話題。上演期間中、劇場内のホールでは、衣装担当

の千地泰弘氏がデザインした数々の着物も特別展示されます。 

 

歌手との夕食 A CENA CON GLI ARTISTI 

2011年 7月, 22、23日  8月 6日  

オペラ3演目初日公演後に、歌手達とのガラ･ディナーを開催します。パーティー会場は劇場そばのヴィッラ・

カプローニ庭園。 参加費一人65ユーロ。 1か月前までにチケットオフィスに要予約。 

 

http://www.puccinifestival.it/
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チケット：値段と割引  

ジャコモ・プッチーニ野外大劇場 Gran Teatro all’aperto”Giacomo Pucciniは全 3370 席。3 公演購入割

引（30％、2・3 等席、演目選択は自由）や、年齢割引（15％、3・4 等席）も設定されています。 

 チケット定価 26歳未満 

65歳以上 

割引価格 

3公演購入割引 

（1枚当たりの金額） 

Gold ゴールド 160,00 Euro - - 

Primo  １等席 129,00 Euro - - 

Secondo 2等席 91,00 Euro - 64,00 Euro 

Terzo   3等席 59,00 Euro 50,00 Euro 41,00 Euro 

Quarto  4等席 33,00 Euro 28,00 Euro          - 

 

青少年プロモーション・チケット Promozione Giovani 2011  

プッチーニ・フェスティバル財団では、17歳以下の青少年を対象に、限定数のチケットを特別に１ユーロ、

そして成人同伴者には通常価格から10％割引で特別提供します。(枚数限定。) 

 

チケット購入方法  

プッチーニ・フェスティバル・チケットオフィス宛てファクス、Eメールで予約をし、郵便か銀行振り込みで

支払い。また、クレジット・カード支払いによる電話販売も可能。予約は支払い完了後にコンファームされ

ます。住所、電話番号などの連絡先もお知らせ下さい。チケット引き取りは遅くとも上演1時間前までとし、

パルポート/身分証明書が必要となります。 

クレジットカード VISA/MASTERCARD  名義者姓名、有効期限も明記 

BANK TRANSFER 

銀行振り込み 
Bank account of Fondazione Festival Pucciniano 

Bank: Monte dei Paschi di Siena, in Torre del Lago Puccini 

IBAN CODE: IT 72 O 01030 24804 000000769730 

SWIFT-CODE:  PASC IT MM 

All bank charges 

 

お問い合わせ： プッチーニ・フェスティバル チケットオフィス 

BIGLIETTERIA FESTIVAL PUCCINI 

Via delle Torbiere   55049 Torre del Lago Puccini, Toscana, Italia 

 

ticketoffice@puccinifestival.it   

www.puccinifestival.it    www.landofpuccini.com 

 

 

 

mailto:ticketoffice@puccinifestival.it
http://www.puccinifestival.it/
http://www.landofpuccini.com/
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プッチーニの生涯と所縁の地  

プッチーニ・フェスティバルの開催されるトッレ・デル・ラーゴ Torre del Lago とその周辺には巨匠ゆかりの

地があり、夜のオペラ鑑賞の前に、それらの場所を訪問することができ、ツアー造成が可能です。 

プッチーニは1858年12月22日にルッカLuccaのポッジョ通りVia Poggioにある、4代続く音楽家の家庭 

に生まれました。有名作曲家として19世紀末にトッレ・デル・ラーゴTorre del Lago に来たのは、創作 

意欲をかきたてる静かで絵画的な美しい場所をみつけるためでした。音楽同様に狩猟に情熱を傾けていたプ

ッチーニにっとって、マッサチュッコリ湖はその両方に没頭できる理想的な場所でした。 

1891年に33歳で初めてここを訪れ、借家を経て、1900年から定住することとなる別荘を建てました。マノン・

レスコーとボエームの大成功で成した財で、家とこの地の名の由来となった古い見張りの塔を買い、完全改

装したのです。許可を得て湖の一部を埋め立て、家の前に庭と道も造り、家を出るとすぐそこは、野鳥狩猟

のために船が出る埠頭となっていました。その家は現在ヴィッラ・プッチーニVilla Puccini博物館として作曲

用のピアノ、重要な上演演目関連の品々、国際的受賞の数々、などが展示され、また子息の意思でプッチー

ニの霊廟も造られ、巨匠はここで眠っています。プッチーニはトッレ・デル・ラーゴに30年住み、この地で

『トスカ』(1900)、『蝶々夫人』(1904)、『西部の娘』(1910)、『ツバメ』(1917)、『3部作』(1918) などの

代表作を作曲しました。 

 

 

     プッチーニ像（左トッレ・デル・ラーゴ、右ルッカ）  ヴィッラ･プッチーニ博物館 ©ENIT 

 

 

 

 写真・ニュースを転載する場合は、プレス担当（TEL:03-3478-2051 内線 134） までご一報ください。 

TEL:03-3478-2051内線134

